
総 務 生 活 常 任 委 員 会 

日時：令和６年６月21日（金） 

予算・決算特別委員会 

総務生活分科会終了後 

場所：第１委員会室 

１ 付託議案の審査 

 ○報告第８号 専決処分した事件の承認について 

（島田市税条例の一部を改正する条例） 

 

○報告第９号 専決処分した事件の承認について 

（島田市都市計画税条例の一部を改正する条例） 

 

○議案第37号 島田市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について 

 

○議案第39号 島田市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例について 

 

○議案第42号 財産の取得について 

 

〇議案第45号 工事請負契約について 

 

〇議案第46号 工事請負契約の変更について 

 

２ 所管課からの報告 

 〇市長戦略部 

  ・戦略推進課 第３次島田市総合計画策定方針について 

  ・広報プロモーション課 「地球上でもっとも緑茶を愛する街・静岡県島田市の

『推し活は茶畑で』-ここはあなたの推し緑茶が見つかる場所-」について 

 

○地域生活部 

  ・市民協働課 令和６年度 男女共同参画啓発事業について 

 

 〇行政経営部 

  ・資産活用課 伊久美小学校跡地利活用事業について 

 



３ その他 

 〇議会報告会における課題について 

 

 〇所管事務調査について 
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付託議案審査項目（総務生活常任委員会） 

 
令和６年６月３日上程議案 

【議案/説明書・参考頁】 

 

報告第８号 専決処分した事件の承認について 

       （島田市税条例の一部を改正する条例） ------------------ 28～37/14～41 

 

報告第９号 専決処分した事件の承認について 

（島田市都市計画税条例の一部を改正する条例） ---------- 38･39/42～47 

 

議案第37号 島田市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について 

 --------------------------------------------------------- 53/56･57 

 

議案第39号 島田市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例について 

 --------------------------------------------------------- 55/60･61 

 

議案第42号 財産の取得について --------------------------------------- 58/68･69 

 

 

令和６年６月19日上程議案 

 

 議案第45号 工事請負契約について ------------------------------------- ８/４･５ 

 

 

 議案第46号 工事請負契約の変更について ---------------------------------- ９/６ 



 
 

第３次島田市総合計画策定方針について 
 

 
１ 要旨 

・令和７年度をもって計画期間が終了となる第２次島田市総合計画を引き継ぐ、第３
次島田市総合計画を策定する。 

・なお、策定にあたっては、「島田市デジタル田園都市構想総合戦略」との一体化を
検討する。 

 ・また、第２次島田市総合計画と同様に令和７年度をもって計画期間が終了する「国
土利用計画島田市計画」を改訂するとともに「島田市まち・ひと・しごと創生人口
ビジョン（令和元年度改訂版）」を改訂する。 

 
２ 第３次島田市総合計画の構成と期間 

計画期間 令和８年度～令和 15 年度（８年間） 
構成   基本構想    （８年間） 

基本計画（前期）（４年間） 
実施計画    （３年間）※毎年度ローリング方式 

 
３ 第３次島田市総合計画策定の基本的な考え方 
 （1）策定の方向性 
  ・基本構想：基本理念や市の将来像など、これからのまちづくりを進める上で継続

性を持った基礎的な考え方や、あるべき将来の姿が位置付けられてい
おり、一貫性が求められることから、基本的に第２次島田市総合計画
を引き継ぐ。 

  ・基本計画：基本構想に掲げる将来像の実現に向けて、政策分野ごとの具体的な取
り組む方向などを示すものであり、第２次島田市総合計画の評価結果
や、今年度実施する基礎調査及び市民アンケート等を踏まえ策定して
いく。 

 （2）本市を取り巻く社会情勢等の認識・課題整理 
  ①時代の潮流 
   ・持続可能な開発目標達成への貢献 
   ・人口減少、少子超高齢社会の克服・適応 
   ・ＤＸ、ＧＸの推進 
  ②施策評価結果に基づく課題の整理 
   ・施策評価マトリクスを踏まえた主要課題の整理 
   ・ＳＷＯＴ分析による戦略課題の整理 

 （3）策定の視点 
   ①基礎調査結果等に基づく戦略的な視点 
   ②多様な市民意見の聴取 
   ③計画期間にとどまらない長期的な視点 
   ④伝わる・分かりやすい総合計画 
 
４ 策定体制・策定手順 
 ・島田市総合計画審議会   学識経験者や各種団体からの推薦者で組織 
・市民、事業者、団体等   アンケート調査、ワークショップ等の実施 
・島田市議会        令和８年２月定例会へ議案提出 

               ※策定の進捗状況は、全員協議会及び常任委員会等で 
随時説明 

 ・島田市総合計画策定委員会 市長、副市長、教育長、全部長で組織 
 
５ 策定スケジュール（令和６年度の主な予定） 
・令和６年７月  第３次島田市総合計画策定支援業者の決定（公募型プロポーザル） 

  市民等アンケート調査の実施（９月頃まで） 
・令和６年９月  第１回島田市総合計画審議会の開催 
・令和６年 10 月～ 市民ワークショップの実施 
・令和７年２月  第２回島田市総合計画審議会の開催 

以上 

令和６年６月 21 日 総務生活常任委員会 

【市長戦略部 戦略推進課】 

                   



持続可能な開発目標
達成への貢献

人口減少、少子超高齢
社会の克服・適応

ＤＸ・ＧＸの推進

第３次島田市総合計画の策定に向けて１

・令和７年度をもって計画期間が終了となる第２次島田市総合計画を引き継ぐ、第３次島田市
総合計画を策定する。

・なお、策定にあたっては、「島田市デジタル田園都市構想総合戦略」との一体化を検討する。

基本構想・・・・計画期間８年（R8～R15）

基本計画・・・・計画期間４年（前期：R8～R11 後期：R12～R15）

実施計画・・・・計画期間３年（毎年度ローリング方式）

(1) 策定の方向性

基本構想：第２次総合計画の内容を基本的に引き継ぎ策定
基本計画：第２次総合計画の評価結果や基礎調査及び市民アンケート等を踏まえ策定

(2) 本市を取り巻く社会情勢等の認識・課題整理

策定体制

策定手順

第３次島田市総合計画の構成と期間２

第３次島田市総合計画の基本的な考え方３

策定体制・策定手順について
４

策定スケジュール
５

市民意見聴取

基礎調査

策定支援業者（プロポーザルにより選定）による策定支援

策定委員会
(庁内調整)

審議会
(諮問答申)

市議会・パブコメ
(最終案確認)

原案
に反映

施策評価マトリクスを踏まえた主要課題の整理 SWOT分析による戦略課題の整理

＜時代の潮流＞

＜施策評価結果等に基づく課題の整理＞

(3) 策定の視点

① 基礎調査結果等に基づく戦略的な視点 ② 多様な市民意見の聴取

③ 計画期間にとどまらない長期的な視点 ④ 「伝わる、分かりやすい」総合計画

成長戦略 回避戦略

強みによって
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強みで脅威を
回避・克服する

改善戦略 改革戦略

機会を逃さない
ように弱みを
改善する

脅威を克服して
最悪の事態を
招かない

外部環境

内
部
環
境

強み

弱み

機会 脅威

第３次島田市総合計画策定方針（概要版）
令和６年６月21日 総務生活常任委員会

【市長戦略部 戦略推進課】

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

基本構想

基本計画

市民意見

聴取
アンケート調査 タウンミーティング

策定委員会 第１回 第２回 第３回 第４回 第５回 第６回 第７回

策定審議会 第１回 第２回 第３回 第４回 第５回 第６回

パブリック

コメント
パブリックコメント

市議会 ※随時、全員協議会及び常任委員会等で進捗状況等を説明 ※随時、全員協議会及び常任委員会等で進捗状況等を説明

策定支援

業務委託
公募

令和６年度 令和７年度

策定支援業務委託 策定支援業務委託

議案提出

ワークショップ

基本計画の検討

基本構想の検討



総 務 生 活 常 任 委 員 会 資 料 【 報 告 事 項 】  

市 長 戦 略 部 広 報 プ ロ モ ー シ ョ ン 課  

 

 

 

 

 

 

 

東京駅イベントスペース「スクエア・ゼロ」で令和６年７月２日（火）〜８日（月）

まで「地球上でもっとも緑茶を愛する街・静岡県島田市の『推し活は茶畑で』－ここ

はあなたの推し緑茶が見つかる場所－」を開催します。 

 

１ 事業概要 

本事業では、シティプロモーション「島田市緑茶化計画」を主体にお茶を前面に

出した空間を演出し、島田市緑茶化計画オリジナル緑茶ブランド「Green Ci-Tea」

を使った７種の緑茶と緑茶ハイ、緑茶ソフトクリーム、緑茶パフェの販売に加え、

市内茶商や生産者によるオリジナル商品や、和菓子などの地場産品の販売、そして、

緑茶体験の場を設けます。 

 

２ 事業目的 

官民が一体となって首都圏でのプロモーション活動を実施し、本市への誘客促進

や事業者・生産者の販路拡大等を図る。 

また、本イベントへの来場をきっかけに、島田市に興味を持ってもらい、シティ

プロモーションによる観光、商業、農業振興、移住・定住、ふるさと納税の促進に

繋げる。 

 

３ 事業概要 

 開催日程／令和６年７月２日（火）から７月８日（月）まで 

      午前 11 時 00 分～午後８時 00 分 

  ※初日（２日）は午後１時 00 分スタート、最終日（８日）は午後６時 00 分終了 

 開催会場／グランスタ東京 イベントスペース「スクエア・ゼロ」 

      （東京駅構内地下１階グランスタ東京内） 

  



事業内容／・島田市緑茶化計画オリジナル緑茶ブランド「Green Ci-Tea」を使った

７種の緑茶と緑茶ハイ、緑茶ソフト、緑茶パフェの販売 

      ・市内茶商や生産者によるオリジナル商品の販売 

      ・市内地場産品の販売 

      ・緑茶体験（茶摘み＆7 種飲み比べ体験、緑茶の街あるあるクイズ等） 

      ・観光案内、移住相談、ふるさと納税の紹介など 

       ＜イメージ＞７種の緑茶、ソフトクリーム、パフェ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 見どころ／・会場は、本物のお茶の木や、お茶の木に見立てたテーブルを配置し、

緑茶化計画のイメージデザインや茶畑の映像を流して、お茶を前面に

出した空間を演出します。 

      ・テイクアウトコーナーでは、おいしい緑茶が飲めるほか、魅力的な緑

茶ソフトや緑茶パフェを販売します。 

      ・物販のほか、来場者が楽しめる緑茶に関係した体験ができます。 

（茶摘み＆7 種飲み比べ体験、緑茶の街あるあるクイズ等） 

      ・官民が一体となり対面にて島田市の魅力ある地場産品や観光情報など

を紹介します。 



 事業者応募状況／応募者数：28 者 うち現地販売事業者数：22 者 (R6.6.18 時点) 

※上記のほか、観光協会が市内事業者から個別に仕入販売する商

品があります。 

 

４ 会場イメージ（下図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ デザインイメージ ※最終調整中 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 


